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未利用海藻の採取風景 (釧路市桂恋)

O｢複合的資源管理型漁業促進対策事業｣について-2

0十勝沿岸の赤潮発生期の気象 ･海況と水質

○コンプ付着器などを原料とした海藻餌料の開発

○アレルギーについて

平成 13年 3月

北海道立釧路水産試験場
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釧路水試だより 第83号 (2001.3)

｢複
合

的
資
源
管
理
型
漁
業

促
進
対
策
事
業
｣
に
つ
い
て
ー
二

-
え
り
も
以
東
太
平
洋
海
域
に
お
け
る
ハ
タ
ハ
タ
の
分
布
と
移
動
回
遊
-

資
源
管
理
部

森

泰
雄

･
安
永
倫
明

･
志
田

修

は
じ
め
に

昨
年
の
本
誌

(釧
路
水
試
だ
よ
-
‥第
八
十

t
号
‥

二
〇
〇
〇

二

一)
で
､
道
東
地
区
の
隠
れ
た
特
産
種

的
な
魚
種
で
あ
る

｢
ハ
タ
ハ
タ
｣
を
対
象
と
し
た
本

調
査
事
業
の
概
要
や
調
査
の
内
容
及
び
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
'
そ
の
後
､
｢平
成
十

一

年
度

･
複
合
的
資
源
管
理
型
漁
業
促
進
対
策
事
業
報

告
書

･
平
成
十
二
年
三
月

･
北
海
道

(え
り
も
以
東

太
平
洋
地
域
)
‥本
調
査
事
業
報
告
書
｣
に
調
査
結
果

を
取
-
ま
と
め
し
て
報
告

(記
載
)
し
ま
し
た
｡
そ

こ
で
'
今
回
は
報
告
書
の

l
部
か
ら

｢
ハ
タ
ハ
タ
の

魚
群
分
布
調
査
の
結
果
｣
と
平
成
十
二
年
度
に
実
施

し
た

｢標
識
放
流
調
査
の
再
捕
報
告
結
果
｣
か
ら

｢
ハ

タ
ハ
タ
の
分
布
と
移
動
回
遊
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
｡

ハ
タ
ハ
タ
の
魚
群
分
布
調
査

(シ
シ
ャ
モ
朽
網
)

こ
の
調
査
は
､
資
源
管
理
の
基
本
と
な
る
産
卵
親

魚
や
加
入
量

(幼
魚
)
の
確
保

(保
護
)
に
向
け
た
､

資
源
変
動
予
測
の
手

法を開発
す

るた

め
､
釧
路
群

の
ハ
タ
ハ
タ

(幼
魚

･成魚
)

の

分布

域

(素
餌
場
)

と
考
え
ら
れ
て
い
る
釧
路
西
部

･
十
勝
海
域
で
､
シ

シ
ャ
モ
の
桁
網
を
用

い
て
ハ
タ

ハ
タ
の
分
布
調
査

(漁
獲
試
験
)
を
実
施
し
'
年
級
群
別
の
分
布
密
度
や

発
生
豊
度
と
資
源
量
指
数
な
ど
を
推
定
す
る
と
と
も

に
'
水
温
や
塩
分
な
ど
の
海
洋
観
測
も
行

い
'

ハ
タ

ハ
タ
の
幼
魚
や
成
魚
の
分
布
環
境
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
も
の
で
す
｡

調
査
は
平
成
十

1
年
八
月
三
十

1
日
～
十
月
五
日

の
間
に
図
1
で
示
し
た
､
十
勝
支
庁
管
内
広
尾
町
ピ

タ
タ
ヌ
ン
ケ
沖
か
ら
釧
路
支
庁
管
内
釧
路
町
昆
布
森

跡
永
賀
沖
ま
で
の
水
深
六
～
八
十

m
の
六
十

一
調
査

図 1 シシャモ桁網による漁獲調査地点 (1999年)



釧路水試だより 第83号 (2001.3)

点
で
シ
シ
ャ
モ
桁
網
を
用
い
て
､
魚
群
分
布
調
査
と

水
温
観
測
を
行
い
ま
し
た
｡
ま
た
'
魚
群
分
布
調
査

で
採
集
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
は
調
査
地
点
別
に
､
十
勝

海
域
に
つ
い
て
は
十
勝
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所

に
'
釧
路
海
域
に
つ
い
て
は
釧
路
水
産
試
験
場
に
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
帰
-
､
生
物
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
｡

｢

分
布
密
度
と
底
屈
水
温

ハ
タ
ハ
タ
の
分
布
量

(尾
数
/

一
曳
網
当
た
-
)

を
発
育
段
階
別

(幼
魚
=
当
歳
魚
､
成
魚
=
滴

一
才

魚
以
上
)
､
海
域
別

(十
勝

･
釧
路
)
に
分
け
て
図
2

-
1
'
2
と
図

3
I
l
'
2
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
し

た
｡
ま
た
､
底
層
水
温
を
海
域
別
に
図
4
-

1
､
2

に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
し
た
｡
な
お
､
図
2
と
図
3
の

図
中
の
白
丸
は
o
尾
を
示
し
て
い
ま
す
｡

①
幼
魚

(当
歳
魚
)
の
分
布
量
と
底
層
水
温

平
成
十

一
年
の
幼
魚
の
分
布
密
度
の
状
況
を
海
域

別
に
み
る
と
'
十
勝
海
域
で
密
度
が
最
も
高
か
っ
た

水
域
は
､
広
尾
沖
の
水
深
三
十

m

(
一
曳
網
当
た
-

漁
獲
尾
数
‥四
十
尾
'
底
層
水
温
‥十
四

･
七
℃
)
'
次

い
で
豊
似
沖
水
深
三
十

m
(十
五
尾
､
十
三
･
八
℃
)
､

大
津
沖
水
深
三
十
三

m
(十
二
尾
'
十
三

･
八
℃
)
'

浜
大
樹
沖
水
深
三
十

m
(九
尾
'
十
四

二

℃
)
､
と

な
っ
て
お
-
､
水
深
三
十

m前
後
を
中
心
に
水
深
の

143020'E 143040-

図 2-1 ハタハタ幼魚の分布量 (十勝海域 :1999年)

143040■ 144000■ 144020■

図 2- 2 ハタハタ幼魚の分布量 (釧路海域 :1999年)
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浅
い
沿
岸
側
に
分
布
が
み
ら
れ
ま
し
た

(図
2
-

1
)｡
ま
た
'
密
度
の
高
い
分
布
域
の
底
層
水
温
を
み

る
と
十
三
℃
～
十
四
℃
台
で
し
た

(図
4
1
1
)0

一
方
､
釧
路
海
域
で
密
度
が
最
も
高
か
っ
た
水
域

は
'
音
別
沖
水
深
六
十
二
m
(七
八
八
尾
､
十
三
･
六

℃
)'
次
い
で
音
別
沖
水
深
五
十
三

m

(三
十
七
尾
､

十
四

二
二
℃
)
､
釧
路
沖
水
深
五
十

m
(二
十
九
尾
'

十
五
二

℃
)､
厚
内
沖
水
深
五
十
五

m
(二
十
四
尾
､

十
五

･
〇
℃
)
と
な
っ
て
お
-
'
水
深
五
十

m前
後

を
中
心
に
十
勝
海
域
と
同
様
に
水
深
の
浅
い
沿
岸
側

に
分
布
が
み
ら
れ
ま
し
た

(図
2
-
2
)｡
ま
た
､
十

勝
海
域
同
様
密
度
の
高
い
水
域
の
底
層
水
温
を
み
る

と
､
十
四
℃
～
十
五
℃
台
で
し
た

(図
4
-
2
)0

幼
魚
の
分
布
を
海
域
別
に
比
較
し
て
み
る
と
､
密

度
の
高
い
水
域
は
十
勝
海
域
で
は
水
深
三
十

m
前
後
､

釧
路
海
域
で
は
水
深
五
十

m
前
後
と
異
な
っ
て
い
る

も
の
の
､
い
ず
れ
も
水
深

の
浅
い
沿
岸
側
に
分
布
し

て
い
ま
し
た
｡
ま
た
へ
密
度
の
高
い
水
域
の
底
層
水

温
は
十
勝
海
域
よ
り
釧
路
海
域
の
方
が

一
℃
程
高
-

な
っ
て
い
ま
し
た

(図
4
-
1
､
2
)0

②
成
魚

(満

一
歳
魚
以
上
)
の
分
布
量
と
底
層
水
温

平
成
十

一
年
の
成
魚
の
分
布
密
度
の
状
況
を
幼
魚

と
同
様
海
域
別
に
み
る
と
､
十
勝
海
域
で
密
度
が
最

も
高
か
っ
た
水
域
は
､
音
調
津
神
水
十
深
六
十
五

m

釧路水試だより 第 83号 (2001.3)

143020●E 143040-

図 3-1 ハタハタ成魚の分布量 (十勝海域 :1999年)

143040■ 144oOOt 144020■

辛 -I,=I-_-,. I; ---･ftLf-;: -i ,等

図 3- 2 ハタハタ成魚の分布量 (釧路海域 :1999年)
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(
一
曳
網
当
た
-
漁
獲
尾
数
‥三
八
六
尾
'
底
層
水
温
‥

十

･
七
℃
)
'
次
い
で
大
津
沖
水
深
七
十

m
(二
八
二

尾
'
十

･
八
℃
)
､
音
調
津
沖
水
深
六
十

m
(二
四
二

尾
'
十

一
･
七
℃
)
､
大
津
沖
水
深
八
十

m
(十
一
七

尾
､
八

･
八
℃
)
と
な
っ
て
お
-
､
水

深
七
十

m
前

後
を
中
心
に
水
深
の
深
い
沖
合
側

(水
深
四
十

m
以

潔
)
に
分
布
が
み
ら
れ
ま
し
た

(図
3
-
1
)｡
ま
た
､

密
度
の
高
い
水
域
の
底
層
水
温
を
み
る
と
､
音
調
津

沖
水
深
六
十

m
地
点

(十

一
･
七
℃
)
を
除
-
と
､
い

ず
れ
も
十

1
℃
以
下
で
し
た

(図
4
-
1
)0

一
方
'
釧
路
海
域
で
密
度
が
最
も
高
か
っ
た
水
城

は
'
音
別
沖
水
深
八
十

m
(六
七
四
尾
､
五

二
二
℃
)
､

次
い
で
庶
路
沖
水
深
五
十

五
m
(五
九
六
尾
'
九

･四

℃
)
'
跡
永
賀
沖
水
深
七
十

一
m
(二
九
二
尾
､
十

二

一
℃
)
､
庶
路
沖
水
深
六
十

m
(二
五
〇
尾
､
八

･
七

℃
)
と
な
っ
て
お
-
､
水
深
七
十

m
前
後
を
中
心
に

水
深
の
深
い
沖
合
側

(水
深
五
十

m
以
探
)
に
分
布

が
み
ら
れ
ま
し
た

(図
3
-
2
)｡
ま
た
､
十
勝
海
域

同
様
密
度
の
高
い
水
域

の
底
層
水
温
を
み
る
と
､
跡

永
賀
沖
水
深
七
十

一
m
(十

一
二

℃
)
を
除
-
と
､

い
ず
れ
も
十
℃
以
下
で
し
た

(図
4
-
2
)0

成
魚
の
分
布
を
海
域
別
に
比
較
す
る
と
､
密
度
の

高
い
水
域
は
十
勝

･
釧
路
海
域
い
ず
れ
も
水
深
七
十

m
前
後
を
中
心
に
､
十
勝
海
域
で
は
水
深
四
十

m
以

143020-E 143040■

図4-1 底層水温 (十勝海域 :1999年)

1430401 144000' 144020'

図 4-2 底層水温 (釧路海域 :1999年)
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深
に
釧
路
海
域
で
は
水
深
五
十

m
以
深
の
沖
合
側
に

分
布
し
て
い
ま
し
た

(図
3
-

1
㌧
2
)｡
ま
た
'
密

度
の
高
い
水
域
の
底
層
水
温
は
十
勝
海
域
よ
り
釧
路

海
域
の
方
が

一
℃
程
低
-
な

っ
て
い
ま
し
た

(図
4

-
1
､
2
)0

③
幼
魚
と
成
魚
の
分
布
域
と
底
層
水
温

調
査
海
域
の
幼
魚
と
成
魚
の
分
布
域
を
み
る
と
､

幼
魚
は
水
深
の
浅
い
沿
岸
域
に
､
成
魚
は
水
深
の
深

い
沖
合
域
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
｡
ま
た
'
そ
の
底

層
水
温
を
み
る
と
､
幼
魚
よ
り
も
成
魚
の
方
が
よ
り

低
水
温
域

(十

一
℃
以
下
)
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
｡

二
'
漁
獲
物
の
雌
雄
別

･
年
齢
別
体
長
組
成

漁
獲
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
年
齢
と
体
長
組
成
を
雌

雄
別
'
海
域
別

(十
勝

･
釧
路
)
に
分
け
て
図
5
-

1
､
図
6
-
1
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
漁

獲
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
雌
雄
別

･
年
齢
別
平
均
体
長

か
ら
年
齢
と
体
長
の
関
係
を
求
め
'
図
5
-
2
､
図

6
-
2
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
し
た
｡
な
お
'
図
中
の

幼
魚
に
つ
い
て
は
'
両
海
域
と
も
雌
雄
込
み
で
両
方

に
示
し
ま
し
た
｡

①
十
勝
海
域

漁
獲
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
幼
魚

(当
歳
魚
)
の
体

長
は
四
十

m
台
～
六
十

m
台
の
範
囲
で
'
モ
ー
ド
が

四
十

m
台
に
み
ら
れ
ま
し
た
｡
次
に
､
成
魚

(潤

一

250100 150 200

体 長 (mm)

50

=-凡

Eii

.1-A

｢ヽU

0

5

漁

獲

尾

数

0

0

0

′O

Lt血

tD

..1

■一1

nJJ

1

II

漁

獲

尾

数

図5-1 シシャモ桁網で漁獲物されたハタハタの雌雄別 ･

年齢別体長組成 (十勝海域 :1999年)

4 50 日 郡 朝
年 齢

0
0
0
0

6
4
2
0

1
1
1
1
80
60
40
20
0

長

(
m
)

図5-2 シシャモ桁網で漁獲物されたハタハタの年齢と体長の関係 (十勝海域:1999年)
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歳
魚
以
上
)
の
体
長
を
雌
雄
別

･
年
齢
別
に
比
較
す

る
と
､
雄
は
体
長

一
〇
〇
m
台
～

一
七
〇

m
台
の
範

囲
に
あ
る
満

一
歳
と
満
二
歳
魚
か
ら
な
り
､
満

一
歳

魚
の
モ
ー
ド
が

二

一〇
m
台
に
､
満
二
歳
魚
の
モ
ー

ド
が

一
四
〇
m
台
に

そ
れぞ
れ
み
ら
れ
ま
し
た
｡
雌

は
体
長

一
〇
〇
m
台
～
二
〇
〇
m
台
の
範
囲
に
あ
る

滴

一
歳
と

浦
二
歳
魚
並
び
に
満
三
歳
魚
か
ら
な
り
､

満

一
歳
魚
の
モ
ー
ド
が

一
三
〇
m
台
に
'
滴
二
歳
魚

の
モ
ー
ド
が

一
六
〇
m
台
に

そ
れぞ
れ
み
ら
れ
ま
し

た
｡
ま
た
､
満
三
歳
魚
の
漁
獲
尾
数
は
極
わ
ず
か
で
､

そ
の
体
長
範
囲
は

一
九
〇
m
台

～
二

〇
〇
m台
に
み

ら
れ
ま
し
た
｡

成
魚
の
雌
雄
別

･
年
齢
別
の
体
長
モ
ー
ド
を
雌
雄

別
に
比
較
す
る
と
'
満

一
歳
魚
で
は

一
cm
'
滴
二
歳

魚
で
は
二

cm
程
雌
の
方
が
大
型
の
傾
向
を
示
し
ま
し

た
｡
な
お
､
漁
獲
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
雌
雄
別

･
年

齢
別
の
平
均
体
長
か
ら
求
め
た
､
年
齢
と
体
長
の
関

係
は
以
下
の
と
お
-
で
す

(図
5
-
2
)O

楳
‥
Y
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)4
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*
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図6-1 シシャモ桁網で漁滞物されたハタハタ雌雄別 ･年齢別体長組成 (釧路海域 :1999年)
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図6-2 シシャモ朽網で漁獲物されたハタハタの年齢と体長の関係 (釧路海域 :1999年)
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釧路水試だより 第 83号 (2001.3)

②
釧
路
海
域

漁
獲
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
幼
魚
の
体
長
は
四
十

m

台
～
六
十

m
台
の
範
囲
で
､
モ
ー
ド
が
五
十

m
台

に

み
ら
れ
ま
し
た
｡
次
に
､
成
魚
の
体
長
を
雌
雄
別

･年

齢
別
に
比
較
す
る
と
､
雄
は
体
長

一
〇
〇

m
台
～

一

六
〇
m
台
の
範
囲
に
あ
る
満

一
歳
と

満
二
歳魚
か
ら

な
り
､
満

一
歳
魚
の
モ
ー
ド
が

二

〇
m
台
に
'
満

二
歳
魚
の
モ
ー
ド
が

一
四

〇
m
台
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら

れ
ま
し
た
｡
雌
は
体
長

一
一

〇
m台
～

一
九
〇
m
台

の
範
囲
に
あ
る
満

一
歳
と
満
二
歳
魚
並
び
に
体
長
二

五
〇

m
の
滴
四
歳
魚
か
ら
な
-
､
満

一
歳
魚
の
モ
ー

ド
が
一
二
〇

m
台
に
､
浦
二
歳
魚
の
モ
ー
ド
が

一
七

〇
mm台
に

そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
ま
し
た
｡

成
魚
の
雌
雄
別

･
年
齢
別
の
体
長
モ
ー
ド
を
雌
雄

別
に
比
較
す
る
と
'
満

1
歳
魚
で
は

一
cm
'
滞
二
歳

魚
で
は
三

cm
程
雌
の
方
が
大
型
の
傾
向
を
示
し
ま
し

た
｡
な
お
'
漁
獲
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
雌
雄
別

･
年

齢
別
の
平
均
体
長
か
ら
求
め
た
'
年
齢
と
体
長
の
関

係
は
以
下
の
と
お
-
で
す

(図
6
-
2
)0

i
:
Y
I
87
.63
+
)4
).7
*
LOG
(X
)

罷
‥
Y
I
95
.09
+
2
)
21
8
*
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(X
)

Y
:蔀
榊
(
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X

:
令
繋
(
3
B
t
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i
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･
宮
車
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標
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放
流
調
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調
査
は
'
産
卵
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産
卵
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索
餌

場
付
近
で
の
産
卵
回
遊
前
の
群
と
幼
魚
に
標
識
を
装

着
し
て
放
流
し
'
そ
の
再
捕
デ
ー
タ
か
ら
系
群
別
の

分
布

･移
動
や
系
群
間
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
'
産
卵
群
と
し
て
は
根
室
半
島
の
北
側

を
産
卵
場
と
す
る
根
室
群
と
昆
布
森
～
厚
岸
を
産
卵

場
と
す
る
釧
路
群
､
索
餌
群
と
し
て
は
釧
路
群
の
索

餌
場
と
考
え
ら
れ
る
釧
路
西
部
-
十
勝
海
域
で
実
施

す
る
も
の
で
'
平
成
十

一
年
度
は
産
卵
期
の
根
室
群
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図 7 ハタハタ標識放流地点 (2000年)
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釧路水試だより 第83号 (2001.3)

の
標
識
放
流
調
査
を
根
室
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導

所
が
中
心
と
な
っ
て
平
成
十

一
年
十

一
月
十
八
日
に

根
室
市
牧
の
内
で
実
施
し
､
昨
年
の
本
誌

(釧
路
水

試
だ
よ
-
第
八
十

言
亨

一〇
〇
〇

･
二
)
で
紹
介
し

ま
し
た
｡

今
回
は
､
平
成
十
二
年
九
月
～
十

1
月
に
か
け
て

釧
路
群
の
索
餌
場
と
考
え
ら
れ
る
釧
路
西
部
～
十
勝

海
域
と
昆
布
森
～
厚
岸
を
産
卵
場
と
す
る
産
卵
期
の

釧
路
群
に
標
識
を
装
着
し
て
放
流
し
た
の
で
､
そ
の

結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
｡
な
お
､
ハ
タ
ハ
タ
の

標
識
放
流
地
点
に
つ
い
て
は
図

7
に
'
標
識
放
流
魚

の
放
流
地
点
別
体
長
組
成
を
図

8
に
'
ハ
タ
ハ
タ
標

織
漂
流
魚
の
再
捕
結
果
は
表
1
-
1
､
2
､
3
に
そ

れ
ぞ
れ
示
し
ま
し
た
｡

標
識
放
流
調
査
は
'
釧
路
群
の
索
餌
場
と
考
え
ら

90100110120130140150160170180190200210

体 長 (mm)

90100110120130140150160170180190200210

体 長 (mm)

図8 標識放流魚の体長組成 (2000年)
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釧路水試だより 第 83号 (2001.3)

れ
て
い
る
釧
路
西
部
～
十
勝
海
域
に
か
け
て
九
月
二

十
日
に
浜
大
樹
沖
水
深
五
十
五
～
六
十

m
付
近

(A

地
点
)
で
､
九
月
二
十
二
日
に
大
津
沖
水
深
四
十
七

～
五
十
四

m付
近

(B
地
点
)
で
､
さ
ら
に
､
昆
布

森
～
厚
岸
を
産
卵
場
と
す
る
釧
路
群
と
考
え
ら
れ
て

い
る
跡
永
賀
沖
水
深
四
十
五
～
六
十

m
付
近

(C
地

点
)
で
十
月
六
日
に
'
同
沖
水
深
九
十
七
m
付
近

(D

地
点
)
で
十

1
月

1
日
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
ま
し
た
｡

標
識
放
流
に
用
い
た
ハ
タ
ハ
タ
は
t
A
･
B
･
C

地
点
に
つ
い
て
は
シ
シ
ャ
モ
桁
網
に
よ

っ
て
､
D
地

点
に
つ
い
て
は
当
場
調
査
船
北
辰
丸
に
よ
る
-

ロ
ー

ル
網
に
よ
っ
て
､
い
ず
れ
も
標
識
放
流
地
点
付
近
で

漁
獲
し
た
も
の
で
､
各
地
点
毎
の
放
流
尾
数
や
大
き

さ
な
ど
は
以
下
の
と
お
り
で
す
｡

浜
大
樹
沖
で
の
放
流
尾
数
は
四
六
六
尾
で
､
大
き

さ
は
体
長
が

一
〇
五

m
台
～

一
七
〇

m
台
の
範
囲
で
､

モ
ー
ド
が

二

五

m
台
と

二
一五

m
台

(平
均
体
長

二

一四
･
九

m
)
で
し
た

(図
8
)｡
ま
た
､
ハ
タ
ハ

タ
に
装
着
し
た
標
識
は
リ
ボ
ン
タ
グ

(幅
三

m
､
長

さ
四
十

m
)
の
黄
色
の
も
の
を
用
い
ま
し
た
｡

大
津
沖
で
の
放
流
尾
数
は

一
七
四
尾
で
､
ハ
タ
ハ

タ
に
装
着
し
た
標
識
は
リ
ボ
ン
タ
グ

(幅
三

m
'
長

さ
四
十

m
)
の
緑
色
の
も
の
を
用
い
ま
し
た
｡

跡
永
賀
沖
の
C
地
点
で
の
放
流
尾
数
は
五
〇
七
尾

で
､
大
き
さ
は
体
長
九
十
五

m
台
～

二
二
〇

m
台
の

範
囲
で
､
モ
ー
ド
が

I
〇
五

m
台

(平
均
体
長
一
一

五

二

m
)
で
し
た

(図
8
)｡
ま
た
､
ハ
タ
ハ
タ
に

装
着
し
た
標
識
は
リ
ボ
ン
タ
グ

(幅
三

m
､
長
さ
四

表 1-1 ハタハタ標識放流魚の再捕記録 (1)

再 捕 年 月 日 再 捕 場 所 水深(m) 再捕漁具 標識の種類･色 放流場所(水深m) 経過El数と移動方向

大樹町浜大樹沖(55･60) 30 日･酉へ 移 動

豊頃町大津沖 (47･54) 55 日･ 〟

大樹町浜大樹沖(55･60) 57 EI
N (55･60) 59 El

豊頃町大津沖 (47･54) 63 日
大樹町浜大樹沖(55･60) 6 6 日
大槻町浜大樹沖(55･60) 6 7 日
大樹町浜大樹沖(55160) 67 日
大樹町浜大樹沖(55･60) 67 日

I/ (55-60) 67 日
IJ (55･60) 6 8 日

豊頃町大津沖 (47･54) 6 6 日
大槻町浜大樹沖(55･60) 6 9 日

〟 (55･60) 7 2 日
豊頃町大津沖 (47･54) 70 日
大樹町浜大樹沖(55･60) 7 3 EI

N (55160) 7 3 P
〝 (55･60) 74 日

釧路町跡永賀沖(45･60) 5 8 日
大樹町浜大樹沖(55･60) 7 6 日

黄

緑

黄

黄

緑

黄

黄

黄

黄

黄

黄

緑

黄

黄

緑

黄

黄

黄

赤

黄

ンポ
〝

〟

〟

〃

〟

〝

〟

〟

〃

〟

〟

〃

〟

〟

〟

〟

〝

〟

〝

‖
ノ網

網

桁

刺

咋

?

-

-

-

-

〟

〝

-

-

-

-

-
-

-

-

-

〟

〟

-

シ

タ

シ

ハ

Vt日
加J

MVn
r:

H12.10. 20 えりも町と広尾町の郡界沖

〟.l l . 16 〟 目黒宇遠別沖

〝.l l . 16 〟 目黒沖

〝.l l . 18 〝 本町アカハゲ沖

〟.l l . 24 〟 庶野ルーラン沖

〝.ll. 25 〟 近浦沖

〝.ll. 26 〟 小島沖

〟.ll. 26 〟 笛舞沖

〝.ll. 26 〟 東洋ウタロ沖

〝.ll. 2 6 〟 歌別坪卓前沖

〝.ll.27 〟 笛舞ポロコマイ沖

〟.ll.27 様似町 旭沖

〟.l l . 28 えりも町本町大和サッコツ沖

〝 近浦沖

〝 本町薪浜コロツプ沖

〝 本町アか､ゲ沖

〝 笛舞アベヤキ沖

〟 本町大和沖

〟 本町大和沖

〝 東洋歌別境界沖

〟.12. 1

〟.12. 1

〟.12. 2

〟.12. 2

〟.12. 3

〟.12. 3

〟.12◆. 5
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釧路水試だより 第83号 (2001.3)

十

m
)
の
赤
色
の
も
の
を
用
い
ま
し
た
｡

跡
永
賀
沖
D
地
点
で
の
放
流
尾
数
は
三
〇
九
尾
で
､

大
き
さ
は
体
長
一
〇
五
m
台
～

二
二
五
m
台
と

一
七

十

m
台
～
二
〇
五
m
台
の
範
囲
で
､

モ
ー
ド
が

二

一

〇
mm
台
と
一
九
〇
m
台

(平
均
体
長

一
三
五

二
二
m
)

で
し
た
｡
ま
た
へ
ハ
タ
ハ
タ
に
装
着
し
た
標
識
は
リ
ボ

ン
タ
グ

(幅
三

m
へ
長
さ
四
十

m
)
の
白
色
の
も
の
を

用
い
ま
し
た
｡

な
お
､
全
て
の
リ
ボ
ン
タ
グ
に
は
､
片
側
に
カ
タ
カ

ナ
で

｢
ク
シ
ロ
｣
･
片
側
に
数
字
で

｢
二
〇
〇
〇
｣
と

印
字
し
た
も
の
を
用
い
ま
し
た
｡

標
識
放
流
か
ら
平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
現

在
ま
で
の
ハ
タ
ハ
タ
標
識
魚
の
再
捕
記
録

(表
1
-

1
'
表
1
-
2
)
を
み
る
と
､
二
十
尾
が
日
高
支
庁
管

内
の
え
-
も
町
(十
九
尾
)
と
様
似
町

〓

尾
)
で
再

捕
さ
れ
へ
再
捕
漁
具
は

一
尾
を
除
い
た
全
て
が
刺
し

網
で
し
た
｡
ま
た
へ
日
高
支
庁
管
内
で
再
捕
さ
れ
た
ハ

タ
ハ
タ
の
放
流
地
点
は
'
十
五
尾
が
浜
大
樹
沖
t
E
]尾

が
大
津
沖
､

一
尾
が
跡
永
賀
沖
C
地
点
で
し
た
｡

一

方
､
十
勝

･釧
路
支
庁
管
内
で
は
二
十
四
尾

(十
勝
十

三
尾
'
釧
路
十

一
尾
)
が
再
捕
さ
れ
､
再
捕
漁
具
は
十

二
尾
が
シ
シ
ャ
モ
桁
網
'
十

一
尾
が
刺
し
網
､
一
尾
が

不
明
で
し
た
｡
ま
た
'
十
勝

･釧
路
支
庁
管
内
で
再
捕

さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
の
放
流
地
点
は
､
十
四
尾
が
浜
大

樹
沖
'
三
尾
が
大
津
沖
､
四
尾
が
跡
永
賀
沖
C
地
点
､

三
尾
が
跡
永
賀
沖
D
地
点
で
し
た
｡

な
お
､
各
放
流
地
点
毎
に
再
捕
尾
数

(%
)
は
､
浜

大
樹
沖
A
地
点
が
二
十
九
尾

(六

･
二
%
)
､
大
津
沖

表 1-2 ハタハタ標識放流魚の再捕記銀 (2)

再 捕 年 月 日 再 捕 番 所 水深 (m) 再描漁具 嶺識の種類と色 放流場所 (水深m) 経過日数と移動方向

桁網 リボン ･貴 大耕町浜大樹沖 (55･60)

JI .# IJ (55･60)

〟 ･緑 豊頃町大津沖 (47･54)

〟 ･緑 〃 (47-54)

p ･黄 大槻町浜大楯沖 (55-60)

n ･A N (55-60)

〟 ･貴 大柵町浜大樹沖 (55160)

〟 ･緑 豊頃町大津沖 (47･54)

〟 ･黄 大樹町浜大樹沖 (55-60)

〟 ･兵 〟 (55-60)

〝 ･黄 〝 (55･60)

IJ ･黄 〝 (55･60)

IJ ･# 〟 (55･60)

IJ ･赤 釧路町跡永架沖 (45･60)

･酉へ移動

･東-移動

･西へ移動

･東へ移動
〝

〟

･酉へ移動
〟

･東へ移動

･岸へ移動
〟

･東へ移動

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

9

9

7

7

4

4

2

3

5

5

5

8

8

0

4
5

9

0

ワ山
2

2

2

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

1
1

5

6

白 〟 (97-97)

白 〟 (97･97)

黄 大樹町浜大樹沖 (55･60)

共 〝 (55･60)

刺網
u

刺網 〟

〝 ･黄 〝 (55･60) 61日 ･ 〟

〟 ･赤 釧路町跡永負沖 (45-60) 45El･岸へ移動

n ･赤 〝 (45-60) 45日 ･東へ移動

〟 ･白 〟 (97-97) 20日 ･岸へ移動

〝 ･貴 大柵町浜大樹沖 (55-60) 63日 ･東へ移動

JI ･赤 釧路町跡永架沖 (45-60) 49日 ･岸へ移動

咋

〝

〟

〟

-

?

咋

〟

〝

〝

〝

〝

-

'
?

'

-
〝

〟

〝

〟

〟

〝

-

ノ

ノ

シ

タ

シ

タ

タ

H 1 2. 10. 19 広尾町広尾沖

〝 . 10. 19 〝

〟 . 10. 19 〝

シーサイド沖

とえりも町の郡界沖 90 ハ

豊頃町大津沖

広尾町広尾沖

豊頃町大津沖
〟

〟

広尾町モイケシ沖 (再放流)
〟

浜中町井多布仙瓜祉沖

厚岸町厚岸沖

9
4

4
1
4
4

4
4
7

7
5
5
6

1
2
2

1
1

1

10

10

10

il l

it l

ll

ifl

ll

l l

ll

l l

itJ

l l

ll. 18 釧路町昆布森沖

l l. 19 釧路町仙風祉 (厚岸湾内)

釧路町尻羽岬沖 (厚岸湾内)
〟

厚岸町床滞沖

釧路町尻羽岬沖 (厚岸湾内)

釧路町宿徳内沖

厚岸町床帝沖
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釧路水試だより 第 83号 (2001.3)

B
地
点
が
七
尾

(四
･
〇
%
)
'
跡
永
賀
沖
C
地
点
が

五
尾

(
二

〇
%
)
､
跡
永
賀
沖
D
地
点
が
三
尾

(
一

〇
%
)
で
し
た
｡

放
流
地
点
別
の
再
捕
結
果
か
ら
移
動
方
向
を
み
る

と
'
浜
大
樹
沖
で
放
流
し
て
再
捕
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ

は
二
十
九
尾
で
､
放
流
地
点
か
ら
西
側
へ
移
動
し
た

も
の
が
二
十

一
尾

(七
十
二
･
四
%
)
､
東
側
へ
移
動

し
た
も
の
が
八
尾

(二
十
七
･六
%
)
'
大
津
沖
で
放

流
し
て
再
捕
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
は
七
尾
で
'
放
流
地

点
か
ら
西
側

へ
移
動
し
た
も
の
が
七
尾

(
一
〇
〇

%
)'
東
側
へ
移
動
し
た
も
の
が
o
尾

(0
%
)
､
跡

永
賀
沖
C
地
点
で
放
流
し
て
再
捕
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ

は
五
尾

で
､
放
流
地
点
か
ら
西
側
へ
移
動
し
た
も
の

が

一
尾

(二
十

･
〇
%
)
､
沿
岸
側
へ
移
動
し
た
も
の

が
二
尾

(四
十

･
〇
%
)
､
東
側
へ
移
動
し
た
も
の
が

二
尾

(四
十

･
〇
%
)
､
跡
永
賀
沖
D
地
点
で
放
流
し

て
再
捕
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
は
三
尾
で
'
放
流
地
点
か

ら
西
側
へ
移
動
し
た
も
の
が
o
尾
(0
%
)
'
東
側
へ

移
動
し
た
も
の
が
三
尾

二

〇
〇
%
)
で
し
た

(秦

1
-
3
)0

以

上
の
再
捕
結
果
か
ら
系
群
別
の
分
布
や
移
動

･

系
群
間
の
交
流
を
検
討
す
る
と
'
釧
路
群
の
索
餌
場

と
考
え
ら
れ
て
い
る
釧
路
西
部
～
十
勝
海
域
と
跡
永

賀
沖
に
か
け
て
の
海
域
で
は
､
え
-
も
群
と
釧
路
群

が
混
在
し
て
分
布
し
て
お
-
'
標
識
放
流
調
査
を
実

施
し
た
時
期
に
は
え
-
も
群
は
西
側
に
比
較
的
多

-
､
釧
路
群
は
東
側
に
比
較
的
多
-
そ
れ
ぞ
れ
分
布

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
｡

な
お
'
こ
の
調
査
は
平
成
十
三
年
度
も
継
続
し
て

基
礎
資
料
の
蓄
積
を
行
い
､
回
帰
性
を
含
め
た
分

布

･
移
動
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
｡

お
わ
り
に

昨
年
の
本
誌
(釧
路
水
試
だ
よ
-
‥
第
八
十

一
号
‥

二
〇
〇
〇

二

一)
に
も
記
載
し
ま
し
た
が
､
こ
の
調

査
事
業
は
'
平
成
十

一
年
度
～
十
五
年
度
ま
で
の
五

力
年
間
､
道
東
海
域
の
各
関
係
機
関

(三
支
庁

･
五

地
区
水
産
指
導
所

･
水
試

･
各
関
係
漁
協
)
が

一
丸

と
な

っ
て
取
-
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
'

調
査
の
結
果
や
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
と
き
に
は
､

｢本
調
査
事
業
報
告
書
｣
や

｢本
誌
｣
の
紙
面
を
借
り

て
紹
介

(報
告
)
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

最
後
に
な
-
ま
す
が
'
魚
群
分
布
調
査
並
び
に
標

識
放
流
調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
関
係
機
関
の
各
担
当

者
の
方
々
に
謝
意
を
表
し
ま
す
｡

(ち
-
や
す
お

･
資
源
管
理
部
)

(や
す
な
が
と
も
あ
き

･
資
源
管
理
部
)

(し
だ
お
さ
む

･
資
源
管
理
部
)

表 1-3 ハタハタ標識放流魚の再捕記録 (3)

放 流 移 動 方 向

再 捕 尾 数･(%)

年 月 日 場 所 (水深m) 尾 数 尾 数･(%) 西側 ･ 岸側 東側

29･(6.2%) 21(72.4%)･ 8(27.6%)

7･(4.0%) 7(loo.0%)･

5･(1.0%) 1(20.0%)･ 2(40.0%)･ 2( 仙 0%)

3･(I.0%) 3(l00.0%)

H12. 9.20 大磯町浜大槻沖(55･60m) 466

H12. 9.22 豊頃町大津沖(47･54m) 174

H12.10. 6 釧路町跡永賀沖(45･60m) 507

H12.ll. 1 釧路町跡永賀沖(97･97m) 309

- ilil -



釧路水試だより 第83号 (2001.3)

十
勝
沿
岸
の
赤
潮
発
生
期
の

気
象

･海
況
と
水
質

資
源
増
殖
部

角

田

富

男

は
じ
め
に

十
勝
沿
岸
海
域
で
は
か
つ
て
十
勝
川
河
口
に
位
置

す
る
豊
頃
町
大
津
の
沖
合
を
中
心
に
初
秋
季
に
赤
潮

が
発
生
し
､
サ
ケ
定
置
網
へ
の
入
網
に
し
ば
し
ば
影

響
が
及
ん
だ
｡
こ
の
た
め
釧
路
水
試
資
源
増
殖
部
で

は
十
勝
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
､
十
勝
支
庁
水

産
課
と
共
同
で
､
沿
岸
の
三
漁
協

(大
津
､
大
樹
､
広

尾
)
'
四
町

(浦
幌
､
豊
頃
､
大
樹
'
広
尾
)
の
協
力

を
得
て
一
九
八
五
年
か
ら
当
海
域
の
調
査
を
行
っ
た
｡

幸
い
調
査
開
始
後

1
九
八
七
年
以
降
は
大
規
模
な
赤

潮
の
発
生
は
な
-

(港
内
等
で
の
小
規
模
'
極
短
期

間
の
を
除
-
)

一
九
九
八
年
で
調
査
は
終
了
し
た
｡

調
査
期
間
に
お
け
る
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
状
況
に

つ
い
て
は
当
誌
の
八
十

一
号
(平
成
十
二
年
三
月
刊
｡

丸
邦
義
､
角
田
富
男
)
に
て
報
告
済
み
で
､
今
回
は

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
関
係
は
省
き
､
赤
潮
発
生
時
前
後

の
気
象

･
海
況
と
発
生
時
の
水
質
に
つ
い
て
報
告
す

る
｡
ま
た
当
沿
岸
海
域
で
の
赤
潮
は
大
雨
が
降
っ
て

河
川
が
増
水
し
た
後
に
河
口
付
近
を
中
心
に
発
生
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
｡
し
か
し
大
雨
後
に
河
川

が
増
水
し
て
も
赤
潮
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
も
多

-
､
そ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
検
討
し

た
｡
た
だ
し
赤
潮
発
生
の
誘
発
要
因
に
は
海
況
や
栄

養
塩
類
の
他
に
鉄
イ
オ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
海
水
に

溶
存
し
た
微
量
金
属
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
､
当
調

査
で
は
そ
れ
ら
は
把
接
し
て
お
ら
ず
考
察
は
し
な
い
｡

な
お
発
生
時
の
気
象
に
つ
い
て
は
広
尾
及
び
帯
広
測

候
所
の
観
測
資
料
､
波
高
に
つ
い
て
は
帯
広
開
発
建

設
部
十
勝
港
湾
建
設
事
業
所
が
大
津
沖
の
水
深
二
十

二
m
地
点
に
て
観
測
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
｡

一
㌧
赤
潮
発
生
状
況

十
勝
沿
岸
で
赤
潮
の
大
規
模
な
発
生
が
初
め
て
確

認
さ
れ
の
は
'
表
Ⅰ
に
示
す
よ
う
に

一
九
七
二
年
九

月
末
に
十
勝
川
河
口
沖
で
あ
っ
た
｡
た
だ
し
こ
の
時

は
二
日
後
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
｡
そ
の
後
し
ば
ら
く

赤
潮
発
生
の
確
認
や
報
告
は
な
か
っ
た
が
､

一
九
八

三
年
九
月
半
ば
に
大
津
沖
で
発
生
し
'
月
末
ま
で
消

減
､
再
発
生
を
断
続
的
に
繰
り
返
し
な
が
ら
浦
幌
町

厚
内
沖
か
ら
え
-
も
町
庶
野
沖
に
か
け
て
順
次
伝
搬

し
て
帯
状
に
広
範
囲

(沖
合
最
大
五
km
)
に
広
が
っ

た
.

1
九
八
五
年
九
月
初
旬
に
は
十
勝
川
河
口
沖
で

発
生
し
､
大
樹
港
沖
に
か
け
て
沖
合
十

･
五
血
ま
で

広
が
っ
た
｡

1
九
八
六
年
に
は
九
月
中
旬
に
歴
舟
川

河
口
沖
か
ら
南
隣
-
の
豊
似
川
の
沖
合
に
か
け
て
比

較
的
小
規
模
な
が
ら
パ
ッ
チ
状
に
発
生
し
た
｡

一
九

八
七
年
以
降
は

1
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
､
広
尾

の
十
勝
港
内
や
大
津
沖
の
狭
い
範
囲
で

一
～
二
日
間

程
度
の
小
規
模
な
発
生
は
認
め
ら
れ
た
が
､
大
規
模

な
発
生
や
拡
散
に
は
到
ら
な
か
っ
た
｡

二
へ
発
生
時
の
気
象

･
海
況
と
水
質

表
Ⅰ
に
示
す
と
お
-
､
大
規
模
に
発
生
し
た
四
回

の
発
生
前
後
の
気
象

･
海
況
と
発
生
期
の
水
質
状
況

(表
3
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
九
月
期
は
台
風
の
影

響
や
秋
雨
前
線
等
に
図
-
､
十
勝
管
内
全
域
に
ま
た

時
に
は
山
間
部
を
中
心
に
局
地
的
に
大
雨
が
降
る
こ

と
が
少
な
-
な
い
｡
河
川
の
流
量
は
流
域
の
局
地
的

な
降
水
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
､
表
I

の
降
水
量
に
は
十
勝
管
内
の
二
十
八
観
測
地
点
の
平

均
値
で
は
な
-
'

一
日
の
最
も
雨
の
多
か
っ
た
地
点

の
降
水
量

(便
宜
的
に

F日
最
多
降
水
量
』
と
し
た
)

を
記
し
た
｡

(
一
)
､

一
九
七
二
年

赤
潮
の
発
生
は
九
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
が
､
二

十
三
～
二
十
四
日
に
十
勝
管
内
北
部
の
山
間
を
中
心

に
大
雨
が
降
っ
た

(管
内
で
の
最
多
降
水
量
は
二
十

三
日
五
十
八

m
､
二
十
四
日
三
十

一
m
)
｡
た
だ
し
二

十
五
'
二
十
六
日
は
気
温
は
高
か
っ
た
も
の
の
日
照

時
間
は
四
～
五
時
間

(日
照
率
四
十
%
前
後
)
で
多

12



釧路水試だより 第 83号 (2001.3)

表 1 赤潮発生時の気象 ･海況

赤 潮 発 生 期 El 発生前後 の期 日､ 日澱多降水n･､ 日叔南気温 , El只即時附､ El照 準, 叔多風 向､平均風速､ 日倍大披柘､

(発生水城 と赤潮の種類) (+勝管内)､nul (大枠)､℃ (大枠)､llr (大枠)､% (大枠) (大雄)､m/S (大枠沖)､m

1972年 9月 28--29日

(十勝川河 口沖) 9月 21日

(渦鞭毛沫 ギム ノデ イニ ウム) 22
23
24

25
26

27

28
29

30

10月 1

■83年 9月 14-30日

(浦幌町J軍内-え りも町庶野)9月 11日

(断言院的に長期 間続 いた) 12

(渦鞭毛沫ギ ム ノデ イニ ウム) 13
14

15
16
17

18

19
20
21
22

23
24
25
26
27

28

29

30
10月 1

'85年 9月 3-4日

(十勝川河 口沖 -大樹 港沖) 8月 25日

(渦鞭毛溌ギ ムノデ イニ ウム) 26

(渦榊三毛藻 プロロケ ン トルム) 27
28

29
30
31

'86年 9月 11-14日

(歴 舟川河 口.iIい-

_敗似川河 口沖)

(ラフ イ ド沸ヘ テ ロシグマ)

0

3
5
0

5
4

6

0
7
7

7

1

1

1

2
0

4
9
9

4
2
8

5

4

3

9
0

9
1
8

0
0
9
0

9

1
5
7
0
7
4
5

一7
4
6
5
9
5

一8
7
6
6
6
8

E

W

W

N
N
s

s
N
N
N

S
N
N
N

W

W
W

E
E
E

E
W

W

E
E
W
W

W

W
W

s
E
N
N

E
S
N
s
W
s
N

E
N

S
S
N
N
N

N

N

W

s
N
N
N

s
E
E
E
N

E
N

N
N

E
E
N
N

N
N

N

N

0
O
8
8
1
0
8
9
9
8
9
0

4
7
8
0
4
6
3
8
4

0
0
7
8
3
6
0
4
0

0
3
0
2

5
0

1
5
1
0
9
2

7

2
7
8
1

8
6

1

8

1

9
8
9
9
8
8

2
0
5
9
4
0

1
5
5
1
7
0
0
9
1
9
2
9
7
6
7

6

1

8
6

6

5
0
0
8
5
0
6
2
9
8
5
9
0

0

4

0
0
1

3
7

7
3
8
3

1
1

4

0

0

0
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-
は
な
か
っ
た
｡
翌
二
十
七
日
に
は
七
時
間
弱
の
日

照
と
な
り
'
赤
潮
の
発
生
し
た
二
十
八
日
は
快
晴
で

日
照
時
間
も
十
時
間
を
超
え
た
｡
こ
の
時
期
の
波
高

の
観
測
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
海
上
の
波
浪
状
況
は
把

握
出
来
な

い
が
､
風
の
状
況
か
ら
み
て
二
十
五
日
ま

で
は
シ
ケ
が
残

っ
た
が
二
十
六
～
二
十
七
日
は
比
較

的
静
穏
だ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡
赤
潮
発
生
時

の
大
津
沖
の
表
層
水
温
は
十
六

･
七
℃
で
､
当
海
域

の
九
月
下
旬
の
通
常
の
十
五
℃
台
に
比
較
し
て
や
や

高
か
っ
た
｡
塩
分
は
二
十
六

･
三
‰
で
､
通
常
の
三

十
～
三
十
二
‰
に
比
較
し
て
八
十
%
程
度
の
濃
度
に

低
下
し
て
い
た
｡
栄
養
塩
類
は
い
ず
れ
も
通
常
よ
-

高
-
､
ケ
イ
酸
は
三
倍
'
リ
ン
酸
は
二
倍
､
無
機
窒

素
は
十
倍
程
度
の
高
溶
布
で
あ

っ
た
｡
発
生
翌
日
の

二
十
九
日
は
山
間
部
で
最
大
四
十
八

m
の
降
水
量
が

観
測
さ
れ
た
が
､
大
津
で
は
晴
天
で
日
照
時
間
も
七

時
間
を
超
え
た
｡
し
か
し
風
が
強
-
な
っ
て
海
上
は

シ
ケ
た
も
の
と
み
ら
れ
､
赤
潮
が
消
滅
し
て
翌
日
以

降
も
再
発
生
は
な
か
っ
た
｡

(
二
)
､

一
九
八
三
年

発
生
は
九
月
十
四
日
に
大
津
沖
で
始
ま

っ
た
が
､

十
二
～
十
三
日
に
管
内
全
域
に
三
十

m
以
上
の
大
雨

が
降
-
､

一
日
の
最
多
降
水
量
は
十
二
日
六
十
m
､

十
三
日
二
十
七

m
で
あ
っ
た
｡
十
四
日
に
は
気
温
が

高
-
な

っ
て
日
照
時
間
も
十
時
間
ほ
ど
あ
-
､
海
上

も
最
大
波
高
が

一
m
と
極
め
て
静
穏
だ

っ
た
｡
こ
の

日
に
赤
潮
が
発
生

し
､
翌
十
五
日
も
晴
天
､
海
上
静

穏
で
赤
潮
域
は
厚
内
沖
か
ら
大
樹
沖
ま
で
拡
散
し
た
｡

そ
の
後
は
曇
天
や
海
上
荒
天
日
に
は

一
時
的
に
消
滅

し
た
が
'
晴
天
､
静
穏
日
に
は
再
発
生
を
断
続
的
に

繰
-
返
し
な
が
ら
徐
々
に
拡
大
し
､
大
樹
沖
か
ら
広

尾
沖
さ
ら
に
は
庶
野
沖
ま
で
発
生
が
認
め
ら
れ
た
｡

二
十
三
日
の
大
津
沖
に
お
け
る
水
質
状
況
は
高
水
温
､

低
塩
分
'
高
栄
養
塩

(た
だ
し
無
機
窒
素
は
微
増
)
で

あ

っ
た
｡
ま
た
二
十
四
～
二
十
五
日
に
も
北
部
の
山

間
を
中
心
に
五
十
m
前
後
の
多
量
の
雨
が
降

っ
た
｡

翌
二
十
六
日
以
降
晴
天
が
続
き
､
海
上
も
二
十
七
日

か
ら
静
穏
と
な
っ
た
｡
二
十
八
日
に
は
大
津
沖
で
は

既
に
赤
潮
は
終
息
し
て
い
た
が
へ
水
温
が
十
四
℃
台

に
低
下
し
､
塩
分
は
二
十
三
日
よ
-
さ
ら
に
低
下
し

て
二
十
四
‰
を
示
し
た
｡
ま
た
栄
養
塩
類
で
は
ケ
イ

酸
及
び
無
機
窒
素
は
二
十
三
日
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ

っ

た
が
､
リ
ン
酸
は
三
分
の

一
程
度
に
低
下
し
て
ほ
ぼ

通
常
の
濃
度
に
な
っ
た
｡
晴
天
は
十
月

一
日
ま
で
続

い
た
が
'

一
日
に
は
や
や
波
が
高
-
な
-
赤
潮
も
消

え
た
｡

(≡
)
､

一
九
八
五
年

八
月
下
旬
の
二
十
六
～
二
十
七
日
に
北
部
の
山
間

や
南
端
の
広
尾
で
は
五
十

m
以
上
の
大
雨
が
降
っ
た

が
､
そ
の
後
も
三
十
日
ま
で
降
雨
や
曇
天
の
ぐ
ず
つ

い
た
日
が
続
い
た
｡
そ
の
間
は
日
照
が
ほ
と
ん
ど
な

-
'
ま
た
海
上
も
最
大
波
高
が
二

m
前
後
の
や
や
波

の
あ
る
状
況
が
続
い
た
｡
九
月

一
日
に
は
台
風
十
三

号
の
接
近
で
管
内
は
全
域
的
に
再
び
五
十

m
以
上
の

雨
が
降

っ
た
が
､
翌
二
日
は
快
晴
と
な
-
日
照
時
間

も
十
時
間
を
超
え
た
｡
た
だ
し
海
上
は
ま
だ
前
日
の

大
シ
ケ
が
残

っ
た
｡
晴
天
､
海
上
静
穏
と
な
っ
た
三

日
に
赤
潮
が
発
生
し
た
が
､
そ
の
時
の
水
質
は
水
温

が
二
十
℃
近
-
に
上
昇
し
､
塩
分
は
二
十
六
‰
台
に

低
下
､
栄
養
塩
類
も
高
か
っ
た
｡
特
に
リ
ン
酸
は
通

常
の
十
倍
近
い
著
し
い
高
溶
布
を
示
し
た
｡
し
か
し

四
日
に
は
ほ
ぼ

一
日
中
曇
天
が
続
き
､
広
範
囲
に
発

生
し
た
赤
潮
も
終
息
に
向
か
っ
た
｡
翌
五
日
は
晴
天

で
高
気
温
'
海
上
も
静
穏
で
あ
っ
た
が
'
六
日
に
は

再
び
降
雨
や
曇
天
､
海
上
も
や
や
波
が
高
く
な
-
赤

潮
の
再
発
生
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

(四
)
'

一
九
八
六
年

九
月
三
～
五
日
に
台
風
十
五
号
の
影
響
で
管
内
は

全
域
的
に
八
十

m
以
上
の
豪
雨
が
あ
り
'
特
に
南
部

の
大
樹
で

1
五
〇
m
､
広
尾
で

1
八
〇

m
を
超
え
る

降
水
量
を
記
録
し
た
｡
七
日
以
降
は
晴
天
と
な
-
～

日
照
時
間
も
七
日
と
九
日
に
は
九
時
間
を
超
え

(八

日
は
七
時
間
余
)
'
海
上
も
八
日
に
は
静
穏
と
な

っ

た
｡
蔵
高
気
温
も
七
日
に
は
二
十
℃
弱
'
九
日
に
は

二
十

一
℃
に
達
し
た

(八
日
は
十
七

･
四
℃
)
｡
こ
の

よ
う
に
九
日
は
赤
潮
の
発
生
条
件
は
揃

っ
て
い
た
と

推
察
さ
れ
た
が
発
生
に
は
到
ら
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は

大
雨
や
河
川
の
増
水
か
ら
既
に
三
､
四
日
ほ
ど
経
過

し
た
こ
と
に
因
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
十
～
十

一

日
に
も
南
部
の
歴
舟
川
流
域
で
五
十

m
前
後

の
降
雨

が
あ
り
､
十

一
日
に
歴
舟
川
沖
で
赤
潮
が
発
生
し
て

十
四
日
ま
で
続
い
た
｡
そ
の
間
は
晴
天
で
日
照
時
間

も
長
-
'
海
上
も
静
穏
だ

っ
た
｡
十
三
日
の
水
質
は

水
温
が
十
八
℃
台
で
高
-
'
塩
分
は
二
十
七
‰
弱
に
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表 2 大雨後の気象 ･海況

日収 多 降水 n･､ 日収 高久 温 ､ 日照 時 IID､ 日 照 率 ､ 冊 多 風 向 ､ 平 均 J札i躯､ 日収 大 波 満 ､

(十 勝 竹 内 )､m (大 排 )､℃ (大 YlLi-)､hr (大 雄 )､% (大 紳 ) (大 棚 )､m/S (大 緋 沖 )､m
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低
下
し
'
栄
養
塩
類
も
い
ず
れ
も
高
か
っ
た
｡

三
､
大
雨
後
(赤
潮
末
発
生
)
の
気
象

･
海
況
と
水
質

(
一
)
､

一
九
九
二
年

九
月
十
～
十

一
日
に
台
風
十
七
号
の
通
過
に
伴
い

全
域
的
に
九
〇
～

一
五
〇
m
も
の
豪
雨
が
あ
-
､
そ

の
間
は
日
照
が
な
-
気
温
も
下
が
り
､
海
上
も
大
シ

ケ
が
続
い
た
｡
十
二
日
に
は
晴
天
に
な
-
高
気
温
､

高
日
照
が
十
五
日
ま
で
続
い
た
も
の
の
'
海
上
は
そ

の
間
も
シ
ケ
状
態
で
静
穏
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

十
六
日
の
水
質
は
水
温
が
十
五
℃
台
の
ほ
ぼ
平
常
に

戻
っ
て
い
た
が
､
塩
分
は
十
七
‰
台
で
依
然
と
し
て

通
常
の
半
減
状
況
に
近
-
'
栄
養
塩
も
高
溶
布
で

あ

っ
た
｡

(
二
)
'

一
九
九
三
年

九
月
二
十
四
～
二
十
六
日
に
全
域
的
に
五
十

m
前

後
の
降
雨
が
あ
-
'
北
部
の
山
間
で
は
特
に
多
か
っ

た
｡
二
十
六
日
以
降
は
晴
天
と
な
っ
た
が
､
海
上
は

二
十
八
日
ま
で
や
や
波
が
高
か
っ
た
｡
二
十
七
日
の

水
質
は
水
温
が
十
五
℃
を
下
回
-
､
ま
た
塩
分
は
三

十
‰
で
沿
岸
の
通
常
の
塩
分
に
近
い
高
濃
度
に
回
復

し
て
い
た
｡
栄
養
塩
類
も
表
層
水
と
し
て
は
ケ
イ
酸

を
は
じ
め
い
ず
れ
も
極
低
-
'
底
層
水
の
水
質
と
ほ

ぼ
同
様
で
あ

っ
た
｡
シ
ケ
の
間
に
擾
乱
作
用
で
表
～

底
層
間
の
水
の
混
合
が
強
-
な
さ
れ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
｡

(≡
)
､

一
九
九
四
年

九
月
十
九
～
二
十
日
に
大
雨
が
降
-
'
翌
二
十

一

日
に
は
晴
天
に
な
っ
た
が
二
十
三
日
に
は
台
風
の
影

響
で
南
部
を
中
心
に
再
び
豪
雨
と
な
り
二
十
五
日
ま

で
続
い
た
｡
そ
の
間
は
日
照
も
ほ
と
ん
ど
な
く
､
ま

た
海
上
も
十
九
日
以
降

一
日
も
凪
ぎ
る
こ
と
な
-
シ

ケ
続
き
だ
っ
た
｡
幾
分
静
穏
と
な
っ
た
二
十
六
日
の

水
質
で
は
水
温
は
若
干
高
-
､
塩
分
は
二
十
五
‰
台

に
低
下
し
'
栄
養
塩
類
は
リ
ン
酸
は
ほ
ぼ
通
常
で

あ

っ
た
が
ケ
イ
酸
は
高
-
'
特
に
無
機
窒
素
は
通
常

の
十
倍
を
超
え
て
い
た
｡
十
勝
川
で
は
二
十
日
以
降

に
通
常
の
十
倍
前
後
の
一
六
〇
〇
～
一
九
〇
〇
(｡m
/

S
)
の
流
量
(下
流
の
茂
岩
橋
に
て
帯
広
開
発
建
設
部

観

測

)

が
二
十
六
日
ま
で
断
続
的
に
観
測
さ
れ
た
｡

増
水
時
に
十
勝
川
の
無
機
窒
素
の
急
増
す
る
こ
と
が

当
調
査
の
河
川
調
査
に
て
把
握
さ
れ
て
お
り
､
海
域

の
無
機
窒
素
の
高
溶
有
も
こ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

(四
)
'

一
九
九
五
年

九
月
下
旬
の
二
十
四
日
に
南
部
で
大
雨
が
あ
-
､

二
十
七
～
二
十
八
日
に
は
北
部
の
山
間
を
中
心
に
五

十

m
前
後
の
雨
が
降
っ
た
｡
二
十
五
日
に
は
高
気
温

と
な
っ
た
が
日
照
は
少
な
く
'
海
上
も
シ
ケ
が
続
い

た
｡
二
十
六
日
に
は
シ
ケ
は
収
ま

っ
た
が
気
温
は
通

常
ま
で
下
が
-
､
ま
た
日
照
も
三
時
間
程
度
と
短

か
っ
た
｡
水
温
は
若
干
高
か

っ
た
が
'
塩
分
濃
度
は

三
十

一
‰
台
と
当
沿
岸
と
し
て
は
極
め
て
高
か
っ
た
｡

栄
養
塩
類
も
ほ
ぼ
通
常
で
高
-
は
な
か
っ
た
｡
シ
ケ

の
間
に
表
～
底
層
間
の
強
い
混
合
が
あ

っ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
｡
二
十
八
日
以
降
は
晴
天
が
続
き
へ
海

上
も
二
十
九
日
か
ら
ほ
ぼ
静
穏
と
な

っ
た
が
､
赤
潮

は
発
生
し
な
か
っ
た
｡
こ
の
時
の
水
質
は
把
接
し
て

お
ら
ず
明
確
で
は
な
い
が
'
三
十
日
の
気
温
は
高

か
っ
た
も
の
の
九
月
も
末
と
な
-
水
温
は
十
六
℃
前

後
か
そ
れ
以
下
に
低
下
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
｡

(五
)
'

一
九
九
六
年

八
月
二
十
九
日
､
九
月

一
日
及
び
五
日
と
断
続
的

に
ま
と
ま

っ
た
雨
が
降

っ
た
｡
し
か
し
そ
の
間
五
日

ま
で
は
連
日
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
で
日
照
が
極
少
な
-
､

ま
た
海
上
も
三
日
ま
で
は
大
シ
ケ
が
続
い
て
四
日
以

降
静
穏
に
向
か
っ
た
｡
六
日
に
は
高
気
温
､
高
日
照

と
な
-
海
上
も
ほ
ぼ
静
穏
で
あ

っ
た
｡
た
だ
し
水
温

は
通
常
で
､
塩
分
も
三
十
‰
で
降
雨
後
と
し
て
は
高

-
､
ま
た
栄
養
塩
類
も
通
常
で
あ

っ
た
｡

(六
)
､

一
九
九
七
年

九
月
十
七
日
に
十
勝
川
流
域
に
当
た
る
管
内
の
中

～
北
部
で
三
十
～
八
十

m
､
南
部
で

一
〇
〇

m
前
後

の
豪
雨
が
あ
-
､
十
九
日
､
二
十
二
日
に
も
や
や
ま

と
ま
っ
た
雨
が
降

っ
た
｡
そ
の
間
十
八
日
や
二
十
日

の
よ
う
に
降
雨
翌
日
に
は
晴
天
と
な

っ
て
高
気
温
'

高
日
照
の
日
も
あ

っ
た
が
二
日
と
続
か
ず
､
ま
た
海

上
は
連
日
大
シ
ケ
で
あ

っ
た
｡
豪
雨
前
日
の
十
六
日

の
水
質
は
水
温
が
十
五
℃
を
下
回
-
､
塩
分
濃
度
は

三

一
･
七
‰
と
沿
岸
水
の
表
層
と
し
て
は
極
め
て
高

か
っ
た
｡
降
雨
後
は
シ
ケ
続
き
で
あ

っ
た
た
め
水
質

は
把
握
し
て
い
な
い
が
､
海
上
が
静
穏
と
な

っ
た
二

十
四
日
以
降
は
気
温
の
低
下
か
ら
み
て
水
温
も
十
六
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日
よ
-
さ
ら
に
低
下
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

(#
)
'

1
ij
iq
<
#

九
月
十
六
日
に
台
風
五
号
の
通
過
で
管
内
全
域
的

に

一
〇
〇
m
以
上
の
豪
雨
が
あ
り
'
特
に
南
部
の
大

樹
へ

広
尾
では
三
〇
〇

mm
を
超
え
る
記
録
的
な
降
水

量
と
な

っ
た
｡
翌
日
は
晴
れ
た
が
十
八
日
は
終
日
曇

天
と
な
り
､
十
九
～
二
十
日
は
再
び
晴
天
と
な
っ
た
｡

十
八
日
の
水
温
は
十
五
℃
台
と
ほ
ぼ
通
常
で
高
-
は

な
か
っ
た
｡
塩
分
は
依
然
と
し
て
十
五
‰
弱
と
通
常

の
半
減
で
'
ケ
イ
酸
及
び
窒
素
も
高
溶
存
で
あ

っ
た
｡

十
九
日
ま
で
は
海
上
荒
天
で
二
十
日
以
降
に
比
較
的

静
穏
と
な
っ
た
｡
ま
た
十
九
～
二
十
日
は
高
気
温
で

二
十
℃
を
超
え
た
｡
海
上
静
穏
だ

っ
た
二
十
日
以
降

に
は
赤
潮
発
生
の
可
能
性
も
推
察
さ
れ
た
が
'
水
温

の
上
昇
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
や
'
二
十

一
日
に
は
再

び
曇
天
が
多
か

っ
た
等
に
国
-
発
生
に
は
到
ら
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

三
㌧
要

約

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
'
十
勝
沿
岸
の
赤

潮
は
大
雨
が
降

っ
て
十
勝
川
や
歴
舟
川
な
ど
が
増
水

し
た
後
に
発
生
し
て
い
る
が
､
そ
の
時
の
要
因
と
し

て
は
次
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
｡
た
だ
し
増
水
し
た

河
川
水
の
沿
岸

へ
の
拡
散
直
後
は
海
上
も
荒
天
の
こ

と
が
多
-
､
河
川
水
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
た

｢富
栄

養
化
｣
状
況
の
水
質
は
調
査
で
き
な
-
､
海
上
に
お

け
る
赤
潮
発
生
ま
で
の
水
質
状
況
の
推
移
に
つ
い
て

は
明
確
で
は
な
い
｡

表 3 赤潮発生時及び大雨後の水質

赤潮発生時

大 雨 後

調 査 時 期

1972年9月28日

'83年9月23日

9月28日

'85年9月 3日

'86年9月13日

1992年9月16日

'93年9月27日

'94年9月26日

'95年9月26日

'96年9月 6日

'97年9月16日

'98年9月18日

水 質調査 地点､ 水 温､ 塩 分､ ケイ酸-Si､リン酸-P､撫機窒素-N

(表層) ℃ ‰ FLg-at/a FLg-at/8 FLg-at/a

大津港沖2000m 16.7 26.3 60.3 1.29 113.7

大津港沖 2000m 16.8 26.2 68.9 1.67 13.1

大津港沖 2000m 14.6 24.6 57.8 0.52 13.7

大津港沖 1500m 19.7 26.4 67.2 4.04 18.5

大樹港南 500m 18.2 26.9 46.5 1.16 20.5

大津港沖 500m 15.6 17.8 68.4 1.13 13.3

大津港沖 500m 14.9 30.1 9.2 0.13 2.5

大雄港沖 500m 17.4 25.5 70.0 0.36 162.2

大津港沖 500m 16.5 31.5 29.1 0.53 11.9

大津港沖 500m 15.7 30.2 24.6 0.37 8.5

大津港沖 500m 14.9 31.7 16.1 0.15 5.4

大津港沖 500m 15.5 14.9 113.4 0.77 63.5

- 1 7 -



釧路水試だより 第83号 (2001.3)

t
'
降
雨
後
に
晴
天
と
な
り
日
照
時
間
が
十
時
間
前

後
か
そ
れ
以
上
に
長
-
な
る
｡

二
､
気
温
が
通
常
よ
-
や
や
高
-
な
り
､
そ
の
影
響

で
表
層
水
温
も
通
常
よ
-
高
-
十
七
℃
前
後
か
そ
れ

以
上
に
上
昇
す
る
｡

三
'
表
～
底
層
間
の
海
水
の
混
合
が
さ
ほ
ど
起
こ
ら

ず
'
表
層
の
塩
分
濃
度
が
通
常
よ
-
は
二
十
%
ほ
ど

低
下
し
て
二
十
六
‰
台
に
な
る
｡

四
､
栄
養
塩
類
は
通
常
の
数
倍
程
度
ま
で
高
ま
る
｡

五
'
海
上
が
静
穏
で
､
日
最
大
波
高
が
二

m
未
潤
に

な
る
｡

大
雨
後
に
以
上
の
よ
う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
る
と

一
～
二
日
後
あ
た
-
か
ら
赤
潮
の
発
生
す
る
可
能
性

が
高
く
な
る
｡
こ
れ
と
は
逆
に
､
大
雨
が
降

っ
て
河

川
が
増
水
し
て
も
日
照
不
足
や
海
上
が
荒
天
続
き
で

あ

っ
た
-
す
る
と
低
塩
分
､
高
栄
養
塩
の
水
質
状
況

で
も
赤
潮
の
発
生
に
は
到
ら
な
い
｡
寒
流
の
影
響
を

受
け
て
い
る
十
勝
沿
岸
海
域
の
水
温
は
最
高
温
期
で

も
十
六
℃
台
が
多
-
､
二
十
℃
を
超
え
る
こ
と
は
極

め
て
少
な
い
｡
し
か
し
比
較
的
冷
温
な
海
域
で
あ

っ

て
も
通
常
の
水
温
よ
-

一
～
二
℃
上
昇
す
る
と
他
の

要
因
が
加
味
さ
れ
れ
ば
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ー
ン
の
増
殖

が
誘
発
さ
れ
や
す
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

お
わ
り
に

幸
い
に
も
当
海
域
で
は

1
九
八
七
年
以
降
は
大
規

模
な
赤
潮
が
発
生
し
て
い
な
い
｡
た
だ
し
海
上
静
穏

な
港
内
な
ど
で
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
発
生
し
て
き

た
｡
今
回
は

一
九
八
五
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま
で
実

施
し
た
当
海
域
の
八
月
下
旬
～
十
月
上
旬
に
お
け
る

水
質
の
定
期
観
測

･
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
言
及

し
な
か
っ
た

(別
の
機
会
に
報
告
の
予
定
)
が
､
水

質
的
に
は

一
九
八
七
年
以
降
も
良
好
に
向
か
っ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
｡
な
お
十
勝
沿
岸
に
は
湧
洞
湖
を

は
じ
め
生
花
湖
､
長
節
湖
､
ホ
ロ
カ
ヤ
ン
沼
の
四
つ

の
海
跡
湖
沼
群
が
あ
-
､
流
入
河
川
の
増
水
時
に
は

そ
れ
ら
湖
沼
に
富
栄
養
の
水
が
滞
留
し
､
水
位
が
高

ま

っ
て
湖
口
が
決
壊
す
る
と
そ
の
大
量
の
滞
留
水
が

一
時
に
沿
岸
に
流
出
す
る
の
で
'
沿
岸
の
富
栄
養
化

が
さ
ら
に
高
ま
る
状
況
に
あ
る
｡
そ
の
た
め
上
述
の

よ
う
な
諸
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
当
沿
岸
海
域
に
は

容
易
に
赤
潮
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
､
今
後
と
も
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

(か
-
だ
と
み
お

･
資
源
増
殖
部
)
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コ
ン
プ
付
着
器
な
ど
を
原
料
と
し
た

海
藻
餌
料
の
開
発

(平
成
十
二
年
度
プ
ラ
ザ
事
業
か
ら
)

け
て

(糊
化
)
'
結
着
剤
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
バ

レ
ル
温
度
と
給
水
量
を
設
定
し
た
｡
出
口
で
は
ノ
ズ

ル
ダ
イ
で
形
を
整
え
'
適
当
な
長
さ
に
切
断
後
､
乾

燥
し
て
餌
料
と
し
た
(写
真
-
)0

加

工

部

水
産
業
専
門
技
術
貞

信

太

茂

春

渡

辺

雄

二

は
じ
め
に

現
在
'
コ
ン
プ
の
採
取
に
あ
た
っ
て
'
葉
休
部
と

同
様
な
成
分
を
含
ん
で
い
る
付
着
器
の
多
-
は
廃
棄

さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
未
利
用
海
藻
に
も
利
用
可

能
な
も
の
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

そ
こ
で
､
こ
の
試
験
で
は
コ
ン
プ
付
着
器
と
ス
ガ

モ
を
主
原
料
に
海
藻
(海
草
)餌
料
を
製
造
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
｡

コ
ン
プ
付
着
器
及
び
ス
ガ
モ
の
成
分

主
原
料
に
は
､
岩
石
な
ど
の
爽
雑
物
の
混
入
が
少

な
い
養
殖
マ
コ
ン
ブ
付
着
器
(福
島
町
産
)
と
ス
ガ
モ

(浜
中
町
散
布
採
取
)
を
使
用
し
た
｡

表
I
に
示
し
た
二
種
主
原
料
の
成
分
を
(

)内
の

無
水
物
換
算
値
で
見
る
と
､
両
者
と
も
五
十
%
以
上

が
ア
ル
ギ
ン
酸
や
粗
繊
維
な
ど
の
炭
水
化
物
で
あ
っ

た
｡
実
際
の
消
化
率
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
､
単
純
に
熱
量
を
比
較
す
る
と
､
ス
ガ
モ
の
方
が

高
い
値
を
示
し
た
｡
ま
た
'
付
着
器
の
灰
分
が
高
-

な
っ
て
い
る
が
'
こ
れ
は
混
入
し
た
イ
ガ
イ

(飴
貝
)

の
殻
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
｡

餌
料
化
原
料
の
調
整
と
成
型
の
方
法

二
軸
押
出
し
機
(
エ
ク
ス
ー
ル
ー
ダ
)
を
成
型
機
に

使
っ
た
飼
料
の
製
造
フ
ロ
ー
を
図
1
に
示
し
た
｡
餌

料
化
原
料
は
､
主
原
料
を
チ
ョ
ッ
パ
ー
で
粉
砕
後
､

デ
ン
プ
ン
だ
け
を
混
合
し
た
物
(付
着
器
及
び
ス
ガ

モ
)と
た
ん
白
質
を
強
化
す
る
目
的
で
小
麦
グ
ル
テ
ン

を
添
加
し
た
物
(付
宕
器
)
の
三
種
類
を
調
整
し
た
｡

配
合
の
割
合
は
､装
置
へ
の
原
料
供
給
を
考
慮
し
て
'

い
ず
れ
も
粉
体
状
と
な
る
比
率
と
し
た

(表
3
)0

成
型
は
､
装
置
の
先
端
に
幅
三
･五

5
×
厚
さ
五
･

〇
m
x
長
さ
〇

二
二
m
の
ノ
ズ
ル
ダ
イ
を
装
着
し
て

行
な
っ
た
｡
逆
転
条
件
は
表
2
の
と
お
-
で
､
装
置

に
入
っ
た
餌
料
化
原
料
が
バ
レ
ル
内
を
移
動
す
る
過

程
で
加
熱
さ
れ
､
配
合
し
た
デ
ン
プ
ン
が
糊
状
に
溶

表 1 主原料の一般成分(%)と熟皇(Gal/100g)

付 宕器 スガモ

水 分 83.6 (- ) 78.0 (- )

灰 分 5.5 (33.5) 3.2 (14.5)

粗 た ん 白 質 2.0 (12.2) 3.1 (14.1)

粗 脂 肪 0.1 ( 0.6) 0.1 ( 0.5)

炭 水 化 物 8.8 (53.7) 15.6 (70.9)

熱 量 44.1 (269.0) 75.7 (344.1)

()内は無水物換算値
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写真 1 主ウニ及びアワビ育成飼料餌
料
の
成
分
と
そ
の
特
徴

製
造
し
た
三
種
類
の
餌
料
の

一
般
成
分
を
表

3
に

示
し
た
｡
い
ず
れ
も
デ
ン
プ
ン
の
配
合
に
よ
-

炭
水

化
物
が
主
成
分
と
な

っ
て
い
る
が
､
そ
の
他
の
成
分

を
比
較
す
る
と
､
普
通
飼
料
に
比
較
し
て
グ
ル
テ
ン

を
混
合
し
た
た
ん
白
餅
料
は
'
租
た
ん
白
質
の
比
率

が
十
六

二
二
%
と
高
-
､
よ
り
高
い
餌
料
効
率
が
期

待
さ
れ
る
｡

ま
た
'
こ
れ
ら
餌
料
は
海
水
に
浸
潰
す
る
と
約
二

倍
の
重
量
に
膨
潤
し
軟
化
す
る
が
､
溶
け
て
分
散
す

図 1 二軸押出し機による飼料の製造フロー (概略)

副原料混合

ウニ種苗飼育飼料

粉 砕

(電動チョッパー)

乾燥 (25℃一晩)

主 原 料

(スガモ,付宕器)

二軸押出し機処理

表 2 エクス トルーダの飼料製造条件

｢

スクリュー回転数(rpm) 原料処理量(kg/h) 給水量('h','yJh) 温度設定 (℃)HB B1 B2 83 DH D1 D2 ND

HB:如ハolハ小レル(原料供給),B:ハtlレル(加熱),DH:タ､､イ刺げ ,D:タ小ィ,ND:ノス､､ルタやイ(成型)
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は
､
餌
料
の
溶
解
に
よ

る
飼
育
水
の
劣
化
を
防
止
す
る
に
は
有
効
で
あ
る
が
'

同
時
に
腐
敗
し
た
餌
料
が
残
留
し
続
け
る
危
険
性
も

示
唆
さ
れ
た
｡
な
お
､
餌
料
は
湿
気
に
よ
る
カ
ビ
の

発
生
を
防
止
で
き
る
場
所
な
ら
ば
室
温
で
長
期
保
管

が
可
能
で
あ
る
｡

お
わ
り
に

今
回
製
造
し
た
海
藻
餌
料
は
､
ウ
ニ
の
人
工
種
苗

生
産
や
ア
ワ
ビ
養
殖
の
飼
料
と
し
て
利
用
可
能
と
思

わ
れ
ま
す
｡
し
か
し
､
廃
棄
物
利
用
の

一
手
段
と
し

て
､
原
料
コ
ス
I
を
抑
え
る
た
め
未
利
用
海
藻
と
デ

ン
プ
ン
を
主
体
に
混
合
成
型
し
た
だ
け
な
の
で
､
餌

料
効
率
が
あ
ま
-
良
-
な
い
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
｡

二
軸
押
出
し
機
の
加
工
で
は
､
配
合
割
合
が
比
較
的

自
由
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
､
実
際
の
飼
育
試

験
を
行
な
っ
て
餌
料
に
改
良
を
加
え
て
行
き
た
い
と

と
考
え
て
お
-
ま
す
｡

表3 飼料原料の配合割合及び製造餌料の一般成分(%,Cal/100g)

種 類 主原料 :デンプン:ク､'ルテン 水分 灰分 粗たん白質 粗脂肪 炭水化物 熱量

スガモ飼料 スがモ 70:30:0 12.2 5,1 7.6 0.1 75.0 331.3
付着器餌料 付着器70:30:0 ll.4 9.7 7.4 0.5 71.0 318.1
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ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

利
用
部

辻

浩
司

･
宮
崎
亜
希
子

･
武
田
忠
明

は
じ
め
に

｢
ア
レ
ル
ギ
ー
｣
か
ら
'
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
連
想

す
る
で
し
ょ
う
か
｡
漢
字
'
計
算
､
英
語
ア
レ
ル

ギ
ー
'
そ
れ
と
も
男
性
､
女
性
ア
レ
ル
ギ
ー
で
し
ょ

う
か
｡
今
回
は
､

一
番
身
近
な
ア
レ
ル
ギ
ー
で
あ
る

ア
ー
ピ
ー
性
皮
膚
炎
､
哨
息
､
鼻
炎
と
い
っ
た
症
状

を
引
き
起
こ
す
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

(秦
-
)
に

つ
い
て
､
そ
し
て
､
こ
れ
を
阻
害
す
る
成
分
を
海
藻

か
ら
見
つ
け
出
そ
う
と
い
う
試
み
(付
加
価
値
向
上
)

を
紹
介
し
ま
す

(図
1
)｡

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

厚
生
省
の
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
の
調
査
に
よ
る

と
､
｢国
民
の
三
人
に

一
人
が
ア
-
ピ

ー
性
皮
膚
炎
'

鴨
息
､
鼻
炎
と
い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
経
験
し

て
い
る
｣
と
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
'
ア
レ
ル
ギ
ー

は
現
代
病
'
文
明
病
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
ア

レ
ル
ギ
ー
の
発
症
に
は
'
遺
伝
的
要
因
の
他
に
'
高

タ
ン
パ
ク
質

･
脂
肪
の
食
品
を
摂
取
す
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
'
大
気
汚
染
や
排
気
ガ
ス
等
の
環
境
の
変

化
､
ス
ト
レ
ス

(神
経
系
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
)
が
原

因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
例
え
ば
､
ア
レ
ル
ゲ
ン

(
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
さ
せ
る
物
質
)
が
花
粉
の
場

合
､
鼻
の
粘
膜
に
多
-
存
在
す
る
マ
ス
ー
細
胞
と
い

う
と
こ
ろ
に
､
抗
体

(花
粉
等
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
特

異
的
に
結
合
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
､
な
か
で
も
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
E
が
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
与
し
て
い
る
)

が
結
合
し
'
さ
ら
に
'
そ
こ
に
花
粉
が
結
合
す
る
と
､

マ
ス
-
細
胞
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
放
出
さ
れ
'
鼻
の

粘
膜
を
刺
激
し
て
､
ク
シ
ャ
ミ
や
鼻
水
が
出
て
し
ま

い
ま
す
｡
こ
の
マ
ス
ト
細
胞
は
粘
膜
､
皮
膚
､
腸
管

等
の
体
の
表
面
に
近
い
部
分
に
た
-
さ
ん
存
在
し
ま

す
｡
で
す
か
ら
'
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
皮
膚
で
'
嘱

息
は
気
管
支
の
粘
膜
で
､
鼻
炎
は
鼻
の
粘
膜
で
起
こ

り
ま
す
｡

二
〇
〇
〇
年
､
科
学
技
術
庁
研
究
開
発
課
は

｢
ス

ギ
花
粉
症
は
重
要
な
国
民
健
康
問
題
の
ひ
と
つ
｣
と

し
､
ス
ギ
花
粉
症
の
患
者
は
約

二
二
〇
〇
万
人
で
､

そ
れ
に
と
も
な
う
医
療
費
は
二
八
六
〇
億
円
に
も
達

す
る
と
の
報
告
を
行
い
t
l
一〇
〇
五
年
を
目
途
に
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
す
る
た
め
の
基
礎
技
術
を
開
発
す

る
た
め
に
､
免
疫

･
ア
レ
ル
ギ
ー
科
学
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
､
ア
レ
ル
ギ
ー
は
国
民
全
体
に
及
ぼ

表 1 アレルギー反応の種類

アレルギーの型 主な疾患

Ⅰ型 (即時型) ア トピー性湿疹 ･鼻炎､職息

Ⅱ型 (細胞障害型) 自己免疫性溶血性貧血､血液型不適合

Ⅲ型 (免疫複合型) 腎炎､慢性関節リュウマチ

Ⅳ型 (遅延型) ツベルクリン型反応､接触性過敏反応

- 2 2 -



す
重
要
な
問
題
で
す
｡

海
藻北

海
道
を
代
表
す
る
海
藻
と
い
え
ば
､
コ
ン
プ
｡

生
換
算
で
は
十

一
万
ー
ン
'
金
額
に
し
て
二
百
三
十

億
円
も
の
生
産
が
あ
-
ま
す
が
'
加
工
が
盛
ん
な
の

は
関
西
'
北
陸
で
､
消
費
が
最
も
多
い
の
は
沖
縄
県

で
す
｡
加
工
品
で
は
､
佃
煮
'
昆
布
巻
き
､
お
し
ゃ

ぶ
-
こ
ん
ぶ
等
を
含
め
た
乾
物
'
そ
し
て
最
近
で
は

サ
ラ
ダ
等
が
あ
-
､
利
用
面
か
ら
は
工
業
的
に
生
産

さ
れ
て
い
る
ア
ル
ギ
ン
酸
､
カ
ラ
ギ
ナ
ン
､
寒
天
な

ど
が
あ
り
ま
す
｡
海
藻
の
利
用
に
つ
い
て
は
､
本
誌

七
十
号

｢雑
海
藻
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
｣
､
七
十
七

号

｢海
の
野
菜
に
つ
い
て
｣
､
八
十

一
号

｢
こ
ん
ぶ
麺

の
保
蔵
性
向
上
試
験
｣
等
で
紹
介
し
ま
し
た
｡

ま
た
'
海
藻
の
機
能
性
に
つ
い
て
は
'
ヒ
ジ
キ
の

水
抽
出
液
が
ガ
ン
細
胞
の
増
殖
を
阻
害
L
t
エ
ゾ
イ

シ
ゲ
に
は
血
糖
値
上
昇
に
関
与
す
る

α
-
グ
ル
コ
シ

ダ
ー
ゼ
を
阻
害
す
る
成
分
が
含
ま
れ
､
ワ
カ
メ
の
フ

コ
キ
サ
ン
チ
ン
が
ヒ
ト
白
血
病
細
胞
の
ア
ポ
ト
ー
シ

ス

(細
胞
死
)
を
誘
導
す
る
等
各
種
報
告
が
あ
-
ま

す
｡

釧路水試だより 第83号 (2001.3)

図 1 海藻類の抗アレルギー性機能成分の利用技術開発

目 的

従 来

これから

海 藻 の 利 用 拡 大

寒 天

ア ル ギ ン酸

カ ラギ ナ ン

利 用

ノリ､テングサ

フノリ など

乾 物

昆 布 巻 き

佃 煮

サ ラ ダ

加 工

コンプ､ワカメ､

ツノマタ､ヒジキ､

抗アレルギー性

機 能 性

北海道沿岸 に繁茂する海藻類

表 2 食品中の抗アレルギー因子

食 品 成 分

エ ビガロカテキ ンガ レー ト

フラボノイ ド類

n-3系多価不飽和脂肪酸
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表3 抗アレルギー用海藻サンプル

緑藻類
番号 産 地 和名 水分 (%)

1
2
3
4
5
6

釧路市 アナアオサ 88.0
エゾヒトエクサ 95.7

シワヒトエ 95.5
モツキヒトエ 94.7
タマジュズモ 91.7

アサミドリシオグサ 88.4

褐藻類
1 釧路市

2

3

4

5

6

7

8

9

アイヌワカメ
ウガノモク

スジメ
ツルモ

ヒバマタ
マツモ

ナガコンプ
アナメ

エゾフクロ

0
5
4
2
3
2
0

4
2

1
0
1
5
3
7
2

7
4

9
9
9
8
8
8
9
00
9

紅藻類
市儲卦1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日

12

13

14

15

アカバ

アカバギンナンソウ
イギス

オオバオキツパラ
オオノコギリヒバ

カレキクサ
クシペニヒバ

クロハギンナンソ
ヒラコトジ

フクロフノリ
フジマツモ

ウ

ベニフクロノリ
リュウモンソウ
フイリタサ

ライノスケコノハ

4

6

2

3

6

0
0

4

6

5

1

3

2

7

6

9

0

0

1

1

9

5

4

5

8

4

7

1

4

7

7

8

8

9

8

7

0
0

0
0

8

7

8

8

9

9

9

0

0
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抗
ア
レ
ル
ギ
ー
活
性

一
般
に
'
食
品
の
中
で
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
活
性
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
'
お
茶
､
魚
油
な
ど
で
す

(表
2
)
が
､
今
年
は
釧
路
東
部
漁
業
協
同
組
合
さ
ん

の
ご
理
解
の
も
と
'
各
種
海
藻
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し

ま
し
た

(表
3
)｡
こ
の
な
か
に
､
活
性
が
あ
る
も
の

を
期
待
し
'
現
在
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
｡
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ヽ

別

が

m
堺

平
成
十
二
年
度
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

開
催
状
況
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
度
の
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
は
'
四

月
二
十
六
日
に
厚
岸
町
に
お
い
て
開
催
し
た

｢厚
岸

湖

･
厚
岸
湾
の
環
境
に
つ
い
て
｣
を
皮
切
-
に
'
左

表
の
と
お
-
開
催
し
て
お
り
ま
す
｡
こ
の
水
産
試
験

研
究
プ
ラ
ザ
は
､浜
の
皆
様
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
､

釧
路
水
産
試
験
場
で
日
頃
'
調
査

･
研
究
し
た
結
果

や
成
果
等
を
紹
介
し
た
-
'
意
見
交
換
等
を
通
じ
お

互
い
の
理
解
を
深
め
､
今
後
の
試
験
研
究
の
参
考
と

さ
せ
て
頂
い
た
-
し
て
お
り
ま
す
｡

釧
路
水
産
試
験
場
と
し
ま
し
て
も
､
な
る
べ
-
多

-
の
地
区
を
訪
問
し
､
｢水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

(ミ

ニ
プ
ラ
ザ
と
称
す
る
こ
と
も
あ
-
ま
す
)｣
を
通
じ

て
'
浜
の
皆
様
と
話
題
提
供
や
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
､
ご
意
見

･
ご
要
望
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
､
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
｡
(連
絡
先
は
企
画
総
務
部
の
主
査

(企
画
情

報
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
)

今
回
は
最
近
開
催
し
た
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
の

中
か
ら

1
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
｡
去
る

1

月
十
六
日
'
弟
子
屈
町
に
お
い
て
根
室
漁
業
協
同
組

合
沿
岸
漁
業
共
同
部
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
､
併
せ

て
｢根
室
海
峡
に
お
け
る
コ
マ
イ
の
生
態
に
つ
い
て
｣

と
題
し
て
ミ
ニ
プ
ラ
ザ
を
開
催
し
ま
し
た
｡
講
師
の

資
源
管
理
部
志
田
修
研
究
職
貞
か
ら
は
'
コ
マ
イ
の

生
態
や
根
室
海
峡
で
の
漁
菜
の
様
子
､
コ
マ
イ
の
暮

ら
し
や
資
源
変
動
の
秘
密
等
興
味
深
い
内
容
の
話
で

一
杯
で
し
た

(写
真
-
)｡
今
回
は
､
会
場
が
温
泉
地

と
い
う
こ
と
も
あ
り
､
皆
さ
ん
の
表
情
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
ム
ー
ド
が
漂
う
中
に
も
､
講
師
の
話
に
耳
を
傾

け
る
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
｡
普
段
は
､
何
気

な
-
獲

っ
て
い
る
コ
マ
イ
の
知
ら
れ
る
ざ
る
生
活
の

一
部
を
か
い
ま
見
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
-
話
題
提
供
の
後
､
部
会
の
皆
様
か
ら
は
熱
心
な

質
問
を
多
数
頂
き
'
盛
況
の
内
に
ミ
ニ
プ
ラ
ザ
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

(写
真
2
)0

ま
た
去
る
二
月
十
四
日
､
釧
路
市
の
-
し
ろ
水
産

セ
ン
タ
ー

(通
称
マ
リ
ン
ト
ポ
ス
)
に
お
い
て

｢平

成
十
二
年
度
加
工
ミ
ニ
プ
ラ
ザ
｣
を
開
催
し
ま
し
た
｡

昨
年
か
ら
北
海
道
立
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主

資源管理部 志田修研究職員 (写真 1)

根室漁協沿岸漁業共同部会の皆さん (写真 2)
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催
す
る

｢移
動
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
｣
と
共
同

で
開
催
し
て
お
-
､
当
日
は
釧
路

･
根
室
支
庁
管
内

の
水
産
加
工
関
係
者
約
四
十
名
の
ご
出
席
を
頂
き
盛

会
の
う
ち
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
釧
路

水
産
試
験
場
か
ら
は
加
工
部
の
飯
田
訓
之
加
工
技
術

科
長
が
｢
シ
シ
ャ
モ
の
加
工
に
つ
い
て
｣
と
題
し
､
昨

年
行

っ
た
シ
シ
ャ
モ
の
塩
分
'
水
分
等
の
品
質
を
安

定
さ
せ
る
た
め
の
試
験
結
果
を
報
告
し
ま
し
た

(写

真
3
)0

続
い
て
加
工
部
の
信
太
茂
春
開
発
技
術
科
長
か
ら

は
｢
コ
ン
プ
付
着
器
を
利
用
し
た
海
藻
餌
料
の
試
み
｣

と
題
し
､
今
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
コ
ン
プ
付
着
器

を
利
用
し
た
ウ
ニ
人
工
種
苗
用
の
餌
料
作
成
の
試
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

(写
真
4
)0

ま
た
利
用
部
の
宮
崎
亜
希

子
研
究
職
貞
か
ら
は

｢未
利
用
褐
藻
類
を
利
用
し
た
球
状
ゲ
ル
の
開
発
｣
と

題
し
､
ス
ジ
メ
､
ア
イ
ヌ
ワ
カ
メ
等
今
ま
で
あ
ま
-

利
用
さ
れ
て
い
な
い
褐
藻
類
を
利
用
し
た
球
状
ゲ
ル

(通
常

｢海
藻
の
た
ま
ご
｣
と
称
し
て
ま
す
)
開
発
試

験
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た

(写
真
5
)0

最
後
に
､
加
工
部
船
岡
輝
幸
主
任
研
究
貝
か
ら
会

場
の
皆
さ
ん
に
試
食
し
て
い
た
だ
い
た
試
作
品

(タ

コ
の
松
前
漬
け
､
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
フ
ラ
イ
､

フ

レ
ー
ク
)
の
製
造
方
法
等
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た

(写
真
6
)0

御
多
忙
中

の
折
-
､
多
数
の
方
の
参
加
を
頂
き
､

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

加工部 飯田訓之加工技術科長 (写真 3)

利用部 宮崎亜希子研究職員 (写真 5)

加工部 信太茂春開発技術科長 (写真 4)

加工部 船岡輝幸主任研究員 (写真6)
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平成12年度水産試験研究プラザ開催状況

開催支:庁 開催年月 日 開催場所 話題i提供内容 内容

十勝支庁 H12.8.3 釧路市 ｢HACCP関連情報｣

釧路水 産試験場 (加工部 佐 々木加工部長)

｢釧路市漁協 に中人 された シシャモ 自動選別機｣

(加工部 船 岡主任研 究員)

釧路支庁 H12.4.26 厚岸 町 ｢厚岸湖 .厚岸湾 の環境 について｣

厚岸漁井協 同組合 (資源増殖部 角 田栽培技術科長)

H12.6.6 厚岸町 ｢シシャモの生態 と資源管理｣

厚岸漁菜協 同組合 (資源管理部 森資ラ原管理科長)

ln2.6.9 浜 中町 ｢アサ リ増殖場 の資源管理｣

浜 中漁業協 同組合 (資.i原増殖部 中川主任研 究員)

rll2.7.25 釧路 町 ｢カキの衛生的な取 り扱 いについて｣

昆布森漁業協 同組合 (加工部 臼杵保蔵流通科長)

H12.12.5 釧路市 ｢複合的資.)原管理型漁井促 進対策-9-.業 について｣

くしろ水産 セ ンター (資源管理部 森資源管理科長)

(平成 12年 度水 産 関 ｢風蓮湖産ニ シン人工種苗のはな し｣

係革倹調査歩数協議会) (資源増殖部 堀井研 究職員)
｢シシャモ托製 品の高 品質化 と自動選別機｣

(加工部 飯 田加工技術科長)

｢水 中の光環境 とナガコンプの育成 について｣

(水産庁北,W=追区水 産研 究所 坂西主任研 究官)

H13_2.14 釧路市 ｢シシャモの加工 について｣
くしろ水産セ ンター (加工部 飯 田加工技術科長)

｢コンプ付着器 を利用 した海藻餌料 の試み｣

(加工部 信太開発技術科長)

｢未利用褐藻類 を利用 した球状 ゲルの開発｣

(利用部 首崎研 究職n)

｢殺近話題 の機 能性食 品 (カル シウム) について｣

(食品加工研究セ ンター 波浪研 究職員)

｢サケ皮 コラーゲ ンの性'E と利用 について｣

(食品加工研 究セ ンター や宙水研 究職員)

根室支庁 H12.9.8 j羅臼町 ｢太平洋系 スルメイカの資源状態 について｣

羅 臼漁業協 同組合 (資源管理部 佐藤研究職n)

｢安全操菜 と前浜 ホ ッケの成分 の違い｣

(加工部 飯 田加工技術科長)

H13.1.14. 弟子屈 町 ｢根室海峡 におけるコマイの生態 について｣

川音易温泉 プラザ (資砿ミ管理部 志 田研 究】帆貝)

H13.1.16 羅 臼町 ｢根室.W=峡 におけるスケ トウダラの資源状態｣
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